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 都立工業高校に対するニーズの把握を目的として、都内の工業高校等に関する調査のほか、都立公
立中学校に対する調査を実施。調査対象学校数及び回答数は、それぞれ以下のとおり。

アンケート調査の概要

調査区分 調査対象 回答数 実施時期

都内公立中学校

（計60校）

在校生（中学２年生） 3,438件

2019年

10月下旬～

11月中旬

保護者（中学２年生の保護者） 2,967件

教員 569件

都立高等学校

（計38校）

在校生（高校２年生） 6,257件

保護者（高校２年生の保護者） 556件

教員 230件

卒業生 252件

企業
都内工業高校に求人を出している企業
＋東京都内の企業・事業所

※12,500社に送付
（現在回収中）

2019年12月後半
（現在実施中）
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＜１＞ 高校向けアンケート調査結果

４



 今回の調査では、都立高校の在校生に対して、
高校選択の理由について尋ねた。

 全体としての結果は、本頁のとおりとなったが、
回答を学科別にみると次頁のように大きな違い
がみられる。

高校向け調査結果①（在校生）

＜Q＞ あなたが現在通っている高校を選んだ理由として、

あてはまる選択肢「すべて」に○をつけてください。

39.3%

33.3%

31.8%

28.5%

27.9%

24.7%

16.5%

15.7%

15.4%

13.0%

13.0%

9.8%

8.9%

8.3%

7.8%

6.8%

5.8%

5.1%

4.0%

12.7%

0% 25% 50% 75% 100%

自分の学力にあった学校だと思ったから

通学距離が近かったから

学習内容が興味深かったから

資格取得に有利であると思ったから

就職に有利だと思ったから

進学や将来の仕事に役立つ知識や技術が身につくと思ったから

家族にすすめられたから

早い時期から専門教科を学びたかったから

学校の校風やイメージが良かったから

共通科目（国語・数学など）の勉強が苦手だったから

中学の先生にすすめられたから

部活動が充実していると思ったから

進路指導が充実していると思ったから

進学に有利だと思ったから

知り合いにすすめられたから

他の志望校に入学できなかったので、しかたがなく

学習指導が充実していると思ったから

学費が安かったから

その他

特に理由はなく、なんとなく選択した

全体

全体 (n=6,257)

５



31.9%

27.9%

40.0%

40.2%

43.9%

30.8%

16.9%

20.4%

12.6%

15.1%

54.5%

40.9%

4.3%

0.5%

2.0%

0.9%

11.4%

0.3%

10.6%

5.2%

33.7%

35.2%

60.9%

45.6%

34.1%

41.0%

30.7%

26.4%

14.9%

26.4%

39.6%

29.6%

24.3%

68.9%

58.6%

33.0%

27.7%

12.4%

24.5%

16.1%

31.9%

34.0%

50.1%

50.9%

31.9%

34.3%

17.4%

26.3%

15.3%

15.8%

41.7%

37.9%

37.2%

8.8%

6.8%

31.2%

14.4%

19.5%

26.9%

12.6%

0% 25% 50% 75% 100%

自分の学力にあった学校だと思ったから

通学距離が近かったから

学習内容が興味深かったから

資格取得に有利であると思ったから

就職に有利だと思ったから

進学や将来の仕事に役立つ知識や技術が身につくと思ったから

家族にすすめられたから

早い時期から専門教科を学びたかったから

学校の校風やイメージが良かったから

共通科目（国語・数学など）の勉強が苦手だったから

15.0%

7.4%

11.1%

8.5%

6.7%

6.0%

6.7%

5.0%

3.1%

11.4%

12.8%

9.9%

3.7%

2.4%

8.7%

13.0%

2.5%

7.1%

4.6%

22.1%

14.6%

4.2%

6.9%

14.6%

8.4%

2.7%

5.4%

3.8%

3.4%

4.6%

10.6%

9.2%

17.7%

19.3%

7.1%

5.5%

6.3%

2.6%

5.3%

6.9%

8.0%

8.0%

8.8%

18.8%

8.6%

4.6%

7.2%

5.1%

3.2%

9.7%

10.1%

18.4%

7.4%

6.6%

9.1%

2.7%

7.2%

4.1%

5.8%

8.1%

0% 25% 50% 75% 100%

中学の先生にすすめられたから

部活動が充実していると思ったから

進路指導が充実していると思ったから

進学に有利だと思ったから

知り合いにすすめられたから

他の志望校に入学できなかったので、しかたがなく

学習指導が充実していると思ったから

学費が安かったから

その他

特に理由はなく、なんとなく選択した

学科別

工業科 (n=2,767)

普通科 (n=1,456)

農業科 (n=261)

商業科 (n=379)

産業科 (n=373)

総合学科 (n=1,021)

高校向け調査結果②（在校生）

＜Q＞ あなたが現在通っている高校を選んだ理由として、あてはまる選択肢「すべて」に○をつけてください。

 普通科では「自分の学力にあった学校だと思ったから」、
工業科では「就職に有利だと思ったから」という理由が
最多となっている。

普通科第１位

工業科第１位

→
 

在
校
生
全
体
の
回
答
の
多
い
順

普通科第２位

普通科第３位

工業科第２位

６



33.1%

37.5%

28.2%

22.5%

26.7%

41.1%

49.0%

42.2%

45.3%

41.4%

16.9%

10.0%

22.2%

22.0%

16.0%

3.7%

2.7%

5.0%

7.2%

2.9%

2.0%

0.0%

0.3%

1.3%

9.5%

3.3%

0.8%

2.1%

1.6%

3.4%

0% 25% 50% 75% 100%

工業科 (n=2,767)

農業科 (n=261)

商業科 (n=379)

産業科 (n=373)

総合学科 (n=1,021)

学科別

大いにあてはまる ややあてはまる

あまりあてはまらない まったくあてはまらない

該当しない(受けていない) 無回答

＜Q＞ 現在の学校生活に対するあなたの印象について教えてください。

以下のうち、それぞれ、最もあてはまる選択肢「１つ」に○をつけてください。

31.5%

20.5%

26.4%

15.8%

22.3%

19.1%

43.3%

43.2%

49.8%

49.3%

46.4%

51.8%

15.8%

24.2%

17.6%

25.1%

20.9%

21.9%

5.9%

7.1%

5.4%

8.4%

7.2%

5.7%

1.6%

2.1%

0.0%

0.5%

2.4%

0.6%

1.9%

2.8%

0.8%

0.8%

0.8%

0.9%

0% 25% 50% 75% 100%

工業科 (n=2,767)

普通科 (n=1,456)

農業科 (n=261)

商業科 (n=379)

産業科 (n=373)

総合学科 (n=1,021)

学科別

大いにあてはまる ややあてはまる

あまりあてはまらない まったくあてはまらない

該当しない(受けていない) 無回答

この学校に入学したことに満足している

 工業科の学生の満足度は比較的高い。特に、工業科では「この学校に入学したことに満足している」に
対して「大いにあてはまる」と答えた割合が最多となっている。

 専門教科の授業に対する満足度も比較的高い。

高校向け調査結果③（在校生）

専門教科の授業に満足している

（普通科は対象外）

７



48.8%

60.9%

48.7%

38.9%

29.5%

39.5%

30.4%

38.5%

55.6%

38.5%

2.3%

4.3%

5.1%

0.0%

14.1%

0.4%

0.0%

0.0%

2.8%

1.3%

2.7%

4.3%

5.1%

2.8%

14.1%

6.2%

0.0%

2.6%

0.0%

2.6%

0% 25% 50% 75% 100%

工業科 (n=256)

農業科 (n=23)

商業科 (n=39)

産業科 (n=36)

総合学科 (n=78)

学科別

とても満足している やや満足している あまり満足していない

まったく満足していない わからない 無回答

＜Q＞ あなたのお子様が通っている高校での学習内容について、どのくらい「満足」していますか。

以下のそれぞれの項目について、あてはまる選択肢「１つ」に○をつけてください。

 「専門技術・専門分野の知識の習得」という
点では、保護者の満足度も比較的高い。

高校向け調査結果④（保護者）

＜保護者＞ 専門技術・専門分野の知識の習得

（普通科は対象外）

８



24.9%

11.0%

9.6%

17.4%

8.3%

8.2%

35.2%

30.8%

49.8%

45.6%

36.2%

29.7%

21.3%

35.2%

27.6%

22.2%

35.7%

35.8%

3.4%

5.8%

5.7%

3.4%

4.6%

6.2%

11.7%

10.7%

6.5%

9.8%

13.9%

17.5%

3.5%

6.5%

0.8%

1.6%

1.3%

2.5%

0% 25% 50% 75% 100%

工業科 (n=2,767)

普通科 (n=1,456)

農業科 (n=261)

商業科 (n=379)

産業科 (n=373)

総合学科 (n=1,021)

学科別

大いにあてはまる ややあてはまる
あまりあてはまらない まったくあてはまらない
該当しない(受けていない) 無回答

＜Q＞ 現在の学校生活に対するあなたの印象について

教えてください。

 工業科では、就職活動に対する満足度も高く、特に「大いにあてはまる」という回答が最多となって
いる。

 保護者の回答をみると、就職指導については工業科の生徒の保護者の満足度が最も高い。

高校向け調査結果⑤（在校生＋保護者）

35.5%

6.5%

17.4%

30.8%

13.9%

2.6%

32.0%

29.0%

39.1%

25.6%

41.7%

19.2%

9.0%

24.2%

13.0%

7.7%

16.7%

19.2%

4.8%

2.6%

3.8%

16.0%

33.9%

21.7%

30.8%

25.0%

51.3%

7.4%

1.6%

8.7%

2.6%

2.8%

3.8%

0% 25% 50% 75% 100%

工業科 (n=256)

普通科 (n=124)

農業科 (n=23)

商業科 (n=39)

産業科 (n=36)

総合学科 (n=78)

学科別

とても満足している やや満足している あまり満足していない

まったく満足していない わからない 無回答

＜在校生＞ 就職指導に満足している

＜Q＞ あなたのお子様が通っている高校での学習内容

について、どのくらい「満足」していますか。

＜保護者＞ 企業への就職指導

９



高校向け調査結果⑥（保護者）

＜Q＞ 工業高校における「進路指導」のあり方について、あなたはどのようなお考えをお持ちですか。

以下のうちあてはまる選択肢「１つ」に○をつけてください。

72.7% 14.8% 12.5%

0% 25% 50% 75% 100%

全体 (n=256)

全体

工業高校の進路指導では、「就職」に向けた指導をより重視すべき

工業高校の進路指導では、「進学」に向けた指導をより重視すべき

無回答

 保護者からは、工業高校の進路指導の在り方とし
て、就職希望を重視すべきという意見が７割強を
占めている。

＜Q＞ あなたは、高校の授業のなかで、専門的な知識や技術（専門教科）を学ぶことの必要性について、どのようなお考え

をお持ちですか。あてはまる選択肢「１つ」に○をつけてください。

75.4% 16.8% 7.8%

0% 25% 50% 75% 100%

全体 (n=256)

全体

高校の授業のなかで、共通科目（国語･数学など）を学ぶ時間を一部削って

でも、専門的な知識・技術を学ぶことは必要である
高校の授業のなかで、共通科目（国語･数学など）を学ぶ時間を一部削って

まで、専門的な知識・技術を学ぶ必要はない
無回答

 保護者からは、国語・数学などの共通科目の学習
時間を削ってでも、専門的な知識・技術を学ぶこ
とが必要であるという見方が多い。

保護者

保護者
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14.0%

8.4%

9.2%

5.8%

8.6%

10.2%

23.2%

18.5%

18.4%

21.4%

23.3%

24.2%

42.6%

42.7%

51.7%

46.2%

49.6%

47.0%

11.1%

12.4%

16.9%

18.5%

11.8%

11.6%

5.4%

10.7%

2.3%

6.3%

4.8%

4.7%

3.7%

7.3%

1.5%

1.8%

1.9%

2.4%

0% 25% 50% 75% 100%

工業科 (n=2,767)

普通科 (n=1,456)

農業科 (n=261)

商業科 (n=379)

産業科 (n=373)

総合学科 (n=1,021)

学科別

大いにあてはまる ややあてはまる

あまりあてはまらない まったくあてはまらない

該当しない(受けていない) 無回答

＜Q＞ 現在の学校生活に対するあなたの印象について教えてください。

以下のうち、それぞれ、最もあてはまる選択肢「１つ」に○をつけてください。

 工業科では、特に「課題研究等の探究的な学習を
充実させてほしい」という回答が他学科より多い
点が注目される。

 専門教科の実習時間の拡大を望む声は、在校生以
上に、工業科の卒業生から特に多く寄せられてい
る。

高校向け調査結果⑦（在校生＋卒業生）

22.8%

12.6%

21.1%

16.1%

19.0%

28.3%

24.3%

20.7%

30.3%

25.9%

28.7%

30.5%

34.6%

29.0%

34.9%

41.4%

36.7%

24.9%

11.1%

5.0%

11.1%

12.9%

11.5%

2.8%

3.6%

22.0%

1.1%

1.6%

1.9%

9.9%

3.6%

10.6%

1.5%

2.1%

2.1%

3.6%

0% 25% 50% 75% 100%

工業科 (n=2,767)

普通科 (n=1,456)

農業科 (n=261)

商業科 (n=379)

産業科 (n=373)

総合学科 (n=1,021)

学科別

大いにあてはまる ややあてはまる

あまりあてはまらない まったくあてはまらない

該当しない(受けていない) 無回答

37.3% 27.4% 29.0%
2.4%

2.8%

1.2%

0% 25% 50% 75% 100%

全体 (n=252)

全体

とてもあてはまる ややあてはまる
あまりあてはまらない まったくあてはまらない
該当しない(受けていない) 無回答

＜工業高校卒業生＞
専門教科の実習時間を増やしてほしかった

課題研究等の探究的な学習を充実させてほしい 専門教科の実習時間を増やしてほしい

11



 「資格取得の学習の充実」と「先端技術の学習」が多い。

 教員からは「基礎的・基本的な学力を身に付けること」という回答が最も多いほか、「就職指導／生活指導を
充実させること」などの回答も多い。

高校向け調査結果⑧（中高生保護者・卒業生・教員）

51.6%

33.6%

41.8%

37.5%

30.9%

27.3%

30.9%

29.7%

51.2%

38.1%

48.4%

41.3%

29.8%

30.2%

28.6%

17.5%

49.3%

54.4%

31.2%

25.6%

41.9%

35.3%

24.2%

29.3%

34.9%

31.1%

35.0%

33.7%

21.5%

24.5%

33.0%

29.3%

0% 25% 50% 75% 100%

資格取得のための学習を充実させること

基礎的・基本的な学力を身につけさせること

企業や大学等と連携した学びや先端技術の学習を進めること

インターンシップ（就業体験）を充実させること

就職指導を充実させること

知識・技術の習得ばかりでなく問題解決型の学習を促進すること

実験や実習において外部の研修施設等を活用し、

実践的学習を一層充実させること

地域と連携し、将来の地域産業の担い手を育成すること

20.3%

20.3%

13.3%

14.8%

12.5%

2.0%

1.2%

27.4%

24.2%

20.6%

14.7%

13.9%

1.2%

2.8%

18.6%

9.8%

32.6%

28.8%

18.6%

3.3%

0.5%

24.7%

29.1%

16.3%

14.2%

15.6%

0.9%

5.7%

0% 25% 50% 75% 100%

大学などへ進学する生徒のための指導を充実させること

これまでにない新しい専門分野、

横断的な分野の学習ができる学校・学科を設置すること

生活指導を充実させること

共通科目（国語、数学など）の学習を充実させること

教育内容の分かりやすい学校・学科の設置を行うこと

その他

わからない

高校生保護者 (n=256)

工業高校卒業生 (n=252)

高校教員 (n=215)

中学生保護者 (n=2,967)

＜Q＞ これからの工業高校が取り組むべきことは何だとお考えですか。あてはまる選択肢「すべて」に○をつけてください。

高校生保護者

工業高校卒業生

高校教員

在校生・中高生保護者・卒業生・教員

高校生保護者

工業高校卒業生

12



高校向け調査結果⑨（卒業生）

＜Q＞ あなたの経験･体験を踏まえ、あなたが卒業した工業高校における教育・学習の「今後のあり方」について、

どのようなお考えをお持ちですか。

49.6% 33.3% 11.9%
3.6%

1.6%

0% 25% 50% 75% 100%

全体 (n=252)

全体

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない

まったくあてはまらない 無回答

＜工業高校卒業生＞

資格取得のための学習を充実させるべき

 「資格取得のための学習を充実させるべ
き」という声は、工業高校の卒業生からも
寄せられており、半数近くの卒業生が「と
てもあてはまる」と回答している。
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高校向け調査結果⑩（中高生保護者・卒業生・教員）

＜Q＞ あなたは、新しい工業高校として、どのような内容を学習する学科の設置が望ましいと考えますか。

以下のうち、あてはまる選択肢「すべて」に〇をつけてください。

 新しい工業高校として、今後どのような
内容を学習する学科の設置が望ましいか
を尋ねたところ、中高生の保護者からは
「ITなど最先端の分野のスキルを習得で
きる学科（例：データサイエンス科・AI
科）」という回答が最多となった。

 これに対して、工業高校の卒業生や教員
からは「日本の強みであるものづくり技
術を学べる学科（例：ものづくり技術
科）」という回答が最多となった。

39.8%

37.1%

32.4%

21.9%

19.9%

28.9%

13.7%

2.3%

32.1%

42.1%

25.4%

15.9%

13.9%

28.2%

17.5%

0.8%

24.2%

40.9%

19.5%

10.7%

7.0%

9.8%

16.7%

4.7%

42.2%

39.8%

36.0%

22.5%

22.8%

33.8%

7.3%

1.7%

0% 25% 50% 75% 100%

ITなど最先端の分野のスキルを習得できる学科

（例：データサイエンス科、AI科）

日本の強みであるものづくり技術を学べる学科

（例：ものづくり技術科）

多様な分野の技術を幅広く学べる学科

（例：先端テクノロジー科、航空工学科、デザイン科）

東京が抱える課題の解決に向けた学習ができる学科

（例：防災科、まちづくり科）

新しいビジネスを生み出すことを学べる学科

（例：ビジネス創造科、起業家養成科）

技術とあわせて、ビジネスについても学べる学科

（例：技術経営科）

新しい学科を設置するよりも

既存の学科の教育内容を充実させる

その他

高校生保護者 (n=256)

工業高校卒業生 (n=252)

高校教員 (n=215)

中学生保護者 (n=2,967)

高校生保護者

中学生保護者

工業高校卒業生
高校教員

在校生・中高生保護者・卒業生・教員
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24.3%

21.9%

20.8%

19.2%

17.6%

17.0%

13.0%

10.0%

2.5%

0% 25% 50% 75% 100%

AI等の新しい技術を学べるようにする

実習設備を最新のものに更新する

企業等の外部の専門家から授業が受けられるようにする

企業や研究所などの外部の施設で実習できるようにする

インターンシップを充実させる

インターネットを活用して在宅でも学べる仕組みを整備する

大学進学に力を入れる

自分の通っている高校以外の工業高校でも、実習を受けられるようにする

その他

全体

全体 (n=2,767)

＜Q＞ 工業高校の教育内容を充実させるためには、何が必要だと思いますか。

あてはまる選択肢「すべて」に○をつけてください。

 工業高校の教育内容を充実させる方法を、在校生に尋ねたところ、
「AI等の新しい技術を学べるようにする」という回答が最上位となった。

 前頁の中高生保護者の希望「ITなど最先端の分野のスキルを習得できる学科
（データサイエンス科、AI科等）」とも一致している。

高校向け調査結果⑪（在校生）

高校在校生
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25.8%

22.0%

21.8%

19.0%

10.2%

2.9%

35.2%

29.3%

24.6%

11.3%

12.1%

7.4%

38.9%

34.5%

18.3%

23.4%

10.3%

5.2%

33.5%

23.7%

17.2%

9.3%

11.6%

10.7%

35.1%

34.2%

24.5%

12.7%

18.5%

3.7%

0% 25% 50% 75% 100%

積極的でわかりやすいPRを行う

学校説明会の開催数を増やし、魅力を発信する

女子生徒への募集対策により力を入れる

制服や実習服を変える

時代のニーズに合わせた新たな校名に変える

その他

高校在校生 (n=2,767)

高校生保護者 (n=256)

工業高校卒業生 (n=252)

高校教員 (n=215)

中学生保護者 (n=2,967)

高校向け調査結果⑫（在校生・中高生保護者・卒業生・教員）

＜Q＞ 工業高校のイメージ戦略のために必要なことは何だと考えますか。あてはまる選択肢「すべて」に〇をつけてください。

 工業高校のイメージ戦略のために必要なこ
ととしては、「積極的でわかりやすいＰ
Ｒ」という回答が最も多い。

 中高生の保護者や卒業生からは、「学校説
明会の開催数を増やし、魅力を発信する」
という回答も多い点が注目される。

中学生保護者

工業高校卒業生
高校生保護者

在校生・中高生保護者・卒業生・教員
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＜２＞ 中学向けアンケート調査結果
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＜Q＞ あなたが「高校」を選ぶときに重視することは何ですか。あてはまる選択肢「すべて」に○をつけてください。

中学向け調査結果①（中学生＋保護者）

 高校選択の基準の最上位は、中学生、その保護者ともに「自分の学力にあっていること」。

 第２位となっている「学校の校風やイメージが良いこと」が注目される。この結果からは、高校のイメー
ジ戦略としてＰＲ等が重要であることがうかがえる。

59.5%

57.4%

36.0%

35.0%

29.2%

34.2%

40.8%

31.6%

25.8%

19.2%

67.0%

61.5%

51.7%

50.6%

49.1%

40.3%

27.8%

36.6%

34.5%

34.9%

0% 25% 50% 75% 100%

自分の学力にあっていること

学校の校風やイメージが良いこと

学習指導が充実していること

通学距離が近いこと

進路指導が充実していること

大学などへの進学に有利であること

部活動がさかんなこと

学習内容が興味深いこと

大学などへの進学や将来の仕事に役立つ知識や技術がみにつくこと

学費が安いこと

12.2%

13.8%

17.5%

6.5%

4.7%

2.8%

4.4%

2.6%

2.6%

4.2%

10.2%

6.5%

2.1%

9.3%

5.4%

3.5%

1.7%

0.9%

3.9%

0.9%

0% 25% 50% 75% 100%

資格取得に有利であること

高校卒業後の就職に有利であること

家族のすすめ

共通科目と専門科目の両方を学ぶことができること

早い時期から専門教科を学べること

中学の先生のすすめ

知り合いのすすめ

高校での共通科目の授業時間が少ないこと

その他

特に重視していることはない

中学生 (n=3,482)

中学生保護者 (n=2,967)

中学生＋保護者
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＜Q＞ あなたは進学する高校を選ぶとき、誰のアドバイスや意見をどれだけ参考にしますか。

以下のうち、あてはまる選択肢「１つ」に○をつけてください。

40.7%

44.1%

16.0%

38.0%

16.0%

54.2%

44.8%

42.9%

51.3%

37.3%

49.6%

32.1%

5.7%

5.6%

20.9%

9.0%

22.3%

5.0%

1.6%

1.0%

3.9%

6.9%

4.1%

1.5%

7.2%

6.3%

7.8%

8.8%

7.9%

7.2%

0% 25% 50% 75% 100%

学校の先生からのアドバイス

家族からのアドバイス

友達や先輩からのアドバイス

学習塾からのアドバイス

本やインターネットで、自分で調べた情報

高校が開催する学校説明会

とても参考にする やや参考にする あまり参考にしない

まったく参考にしない 無回答

中学生 (n=3,482)

53.1%

25.8%

19.6%

41.6%

13.7%

46.4%

40.9%

57.6%

60.2%

42.7%

66.9%

44.9%

3.5%

11.3%

14.6%

6.5%

14.2%

5.2%

0.4%

1.5%

1.7%

4.3%

1.7%

0.4%

2.1%

3.8%

3.9%

4.9%

3.6%

3.0%

0% 25% 50% 75% 100%

学校の先生からのアドバイス

家族からのアドバイス

友達や先輩からのアドバイス

学習塾からのアドバイス

本やインターネットで、自分で調べた情報

高校が開催する学校説明会

とても参考にする やや参考にする あまり参考にしない

まったく参考にしない 無回答

保護者 (n=2,967)

中学向け調査結果②（中学生＋保護者）

 ｢高校が開催する学校説明会」は、中学生も保護者も「とても参考にする」と回答した割合が半数近くと
なっている。

 中学生向けの高校のＰＲ戦略として｢高校が開催する学校説明会」が非常に重要であるといえる。

19



＜Q＞ あなたが中学卒業後の進路を考えるとき、

｢工業高校への進学｣は進路の候補、選択肢に

入りますか。あてはまる選択肢「１つ」に

○をつけてください。

中学向け調査結果③（中学生＋保護者）

＜Q＞ あなたが「工業高校への進学」を、中学

卒業後の進路の選択肢の１つとならない

と考える理由について教えてください。

あてはまる選択肢「すべて」に○をつけ

てください。

 中学生が工業高校を進路の選択肢としな
い理由は、工業高校での勉強内容を知ら
ないから。やはりＰＲ戦略が重要。

25.3%

28.2%

69.1%

69.3%

5.6%

2.5%

0% 25% 50% 75% 100%

中学生 (n=3,482)

中学生保護者 (n=2,967)

工業高校への進学は、進路の選択肢の１つである

工業高校への進学は、進路の選択肢にはならない

無回答

58.8%

37.0%

25.6%

27.8%

21.4%

8.5%

19.5%

11.9%

10.3%

8.6%

4.2%

20.8%

32.6%

36.3%

28.4%

22.9%

32.8%

21.8%

6.6%

3.2%

2.7%

10.7%

0% 25% 50% 75% 100%

工業高校が、どんな勉強をする学校なのか知らないから

高校では、共通科目（国語、数学など）の学力を身につけたいから

高校卒業後に、就職するつもりはないから

希望する高校や学科以外考えられないから

工業高校の校風やイメージが良くないから

高校選択時に子どもの進路選択の幅を狭めたくないから

共通科目を学ぶ時間が少なく、大学などへの進学に有利にならないから

高校段階で専門的な知識や技術を学ぶ必要はないと考えているから

家の近くには工業高校がないから

工業高校の学習内容が、これからの時代に適合すると思えないから

その他

中学生 (n=2,414)

中学生保護者 (n=2,967)

中学生
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27.8%

19.7%

17.0%

13.1%

8.3%

3.6%

1.7%

1.7%

19.6%

0% 25% 50% 75% 100%

学校の授業や集まりなどの場で、工業高校に関する説明を受けたことがあるから

工業高校に興味があり、自分で調べたことがあるから

友達や先輩が工業高校に通っていた（通っている）から

親や兄弟姉妹が工業高校に通っていた（通っている）から

家族（親や兄弟姉妹）から、工業高校への進学をすすめられたことがあるから

友達や先輩から、工業高校への進学をすすめられたことがあるから

学校の先生から、工業高校への進学をすすめられたことがあるから

学習塾から、工業高校への進学をすすめられたことがあるから

その他

全体

全体 (n=1,171)

1.3%

3.2%

32.1%

26.8%

65.6%

68.7%

0.9%

1.2%

0% 25% 50% 75% 100%

中学生 (n=3,499)

中学生保護者 (n=2,967)

よく知っている 少し知っている 知らない 無回答

＜Q＞ あなたは、工業高校について、どの程度知っていますか。

最もあてはまる選択肢「１つ」に○をつけてください。

中学向け調査結果④（中学生＋保護者）

＜Q＞ あなたが工業高校について知っているのは、どのような理由からですか。

あてはまる選択肢「すべて」に○をつけてください。

中学生

 工業高校については、中学生・その
保護者ともに「知らない」という回
答が７割近くに上る。

 中学生が工業高校を知ってい
る理由の第１位は「説明を受
けたことがあるから」。

 説明会等の情報入手の機会の
重要性がこの結果からも読み
取れる。
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48.2%

29.0%

18.8%

8.7%

19.3%

16.4%

11.2%

7.9%

47.3%

66.4%

76.5%

86.5%

76.3%

79.8%

84.0%

87.4%

4.5%

4.6%

4.7%

4.8%

4.4%

3.9%

4.8%

4.7%

0% 25% 50% 75% 100%

都立工業高校では、専門科目を学び、高校卒業までに、

専門的な知識・技術を身につけることができる

都立工業高校では様々な小学科・類型・コースなどが設置されおり、例えば機械系のなかでも、

機械科と自動車科では、それぞれ学ぶ専門的な知識・技能は異なるなど、様々な特徴がある

都立工業高校では、希望する生徒に対して、

関連資格の取得のための補講などが行われている

都立工業高校では、１クラスを35名とし、きめ細やかな学習指導、

進路指導を行っている（普通科では１クラス40名）

都立工業高校の就職者の就職先には、大企業も含まれている

都立工業高校の生徒のうち、就職希望者のほぼ全てが、

高校卒業後に正社員として就職することができている

都立工業高校の卒業生の約２割は専門学校に進学している

都立工業高校の卒業生の約２割は四年制大学に進学している

知っている 知らない 無回答

＜Q＞ あなたは、次の工業高校の「強み」や「特徴」について知っていますか。

以下のそれぞれの内容について、あてはまる選択肢「１つ」に○をつけてください。

中学生 (n=3,499) 保護者 (n=2,967)

 工業高校の「強み」や「特徴」のうち、普通科よりも１クラスの人数が少ないことや、専門学校や大学への進
学実績もあることは、中学生にもその保護者にも、あまり知られていない。

61.3%

32.0%

23.4%

8.6%

30.8%

22.7%

14.6%

10.2%

35.4%

64.4%

72.9%

87.7%

65.9%

74.4%

81.6%

86.1%

3.3%

3.6%

3.7%

3.7%

3.3%

2.9%

3.8%

3.6%

0% 25% 50% 75% 100%

都立工業高校では、専門科目を学び、高校卒業までに、

専門的な知識・技術を身につけることができる

都立工業高校では様々な小学科・類型・コースなどが設置されおり、例えば機械系のなかでも、

機械科と自動車科では、それぞれ学ぶ専門的な知識・技能は異なるなど、様々な特徴がある

都立工業高校では、希望する生徒に対して、

関連資格の取得のための補講などが行われている

都立工業高校では、１クラスを35名とし、きめ細やかな学習指導、

進路指導を行っている（普通科では１クラス40名）

都立工業高校の就職者の就職先には、大企業も含まれている

都立工業高校の生徒のうち、就職希望者のほぼ全てが、

高校卒業後に正社員として就職することができている

都立工業高校の卒業生の約２割は専門学校に進学している

都立工業高校の卒業生の約２割は四年制大学に進学している

知っている 知らない 無回答

中学向け調査結果⑤（中学生＋保護者）
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高校・中学向け調査結果のポイント

「専門技術の習得」「就職指導」等も含めて、工業高校に対する在校生や保護者

の満足度は比較的高い。
1

一方、工業高校の在校生や卒業生からは「課題研究等の探究的な学習を充実させ

て欲しい」「専門教科の実習時間を増やしてほしい」等の要望も寄せられている。
2

工業高校の今後の取り組みとして、保護者や卒業生を中心に「資格取得のための

学習」や「企業や大学等と連携した先端技術の学習」への期待が高い。
３

先端技術の具体的な内容として、保護者や在校生からは、ITやAIに関する最新の

技術やスキルの習得を望む意見が多い。
４

工業高校の強みや魅力は、中学生やその保護者には十分に伝わっていないため、

今後、学校説明会等を通じた積極的な魅力の発信が求められる。
５
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＜３＞ 東京都の産業の現状
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 東京都の国内総生産は、一国に匹敵する経済規模を有している（左図）。

 県別の総生産や１人あたり県民所得は、国内の他府県よりも突出した規模を有する（右図）。

東京都の経済規模

（出典）東京都「都民経済計算年報」、IMF「World Economic Outlook Apr. 2019」
（出典）内閣府「県民経済計算」

国別国内総生産（名目）（2016年） 都道府県別県内総生産（名目）

１人あたり県民所得（全国、2016年度）
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 東京都の製造業の総生産は愛知県に次ぐ第２位（左図）。

 東京都の製造業の従業者数は減少傾向にあり、2017年は1999年の半分以下（右図）。

東京都における主要産業①（製造業）

注）上位７都府県を掲載。
（出典）東京都「都民経済計算年報」

製造業：都道府県別総生産構成比
（全国、2016年度）

製造業：従事者数の推移（東京）

注）従業者4人以上の事業所を対象とする。
（出典）東京都「東京の工業」
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 東京都の建設業の総生産は全国首位（左図）。

 東京都の製造業の従業者数は、近年横ばいの傾向がみられる（右図）。

東京都における主要産業②（建設業）

建設業：都道府県別総生産構成比
（全国、2016年度）

注）名目値。構成比は上位７位まで掲載。
（出典）内閣府「県民経済計算」、東京都「都民経済計算」

建設業：従業者数の推移（東京）

（出典）総務省「事業所・企業統計調査」、
経済産業省「経済センサス 基礎調査」、
経済産業省「経済センサス 活動調査」
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 情報通信業の国内総生産に占める東京都の比率は全国で最も高く、増加傾向で推移（左図）。

 IT関連産業(＊)の売上額においても、東京都が占める比率は突出している（右図）。

東京都における主要産業③（情報通信業）

（＊）情報処理・提供サービス業、インターネット付随サービス業

都道府県別情報処理・提供サービス業・
インターネット附随サービス業
売上金額構成比（全国、2018年）

注）名目値。構成比は上位5位まで掲載。
（出典）経済産業省「平成30年特定サービス産業実態調査」

注）名目値。構成比は上位７位まで掲載。
（出典）内閣府「県民経済計算」、東京都「都民経済計算」

情報通信業：都道府県別総生産構成比
（全国、2016年度）
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 東京都内の介護保険の受給者数は、増加傾向（左図）。

 医療・介護関連業の従業者数は、2016年度には2006年度の2倍以上の規模に拡大（右図）。

東京都における主要産業④（医療介護関連業）

注）医療・福祉内格付不能を除く。
（出典）総務省「事業所・企業統計調査」、

経済産業省「経済センサス 基礎調査」、
経済産業省「経済センサス 活動調査」

医療業等：従業者数の推移（東京）サービス別介護保険の受給者数の推移（東京）

注）各年度累計。
（出典）東京都「介護保険事業報告年報」

29



＜４＞ 今後の社会の変化と求められる人材
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 インターネットの普及率は一貫して上昇し、2000年代前半に急速に増加（左図）。

 2010年以降、スマートフォンの普及率が飛躍的に増加（右図）。

高度IT社会の進展

（出典）総務省「通信利用動向調査」
注1）携帯電話にはPHSを含み、2009年から2012年まではPDAも含めて調査し、
2010年以降はスマートフォンを内数として含めている。
（出典）総務省「通信利用動向調査」

国内の情報通信機器の保有状況の推移（世帯）国内のインターネット利用者数と普及率の推移（世帯）
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 高度IT社会は今後もさらに発展し、現時点での想像を超える社会が実現する可能性も考えられる。

 現在不可能と考えられていることの多くが、今後可能となっていくことが予想されている。

高度IT社会の今後

（出典）内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局省「将来に予想される社会変化」
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/senryaku2nd_sakutei/h31-03-11-shiryou6.pdf 32

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/senryaku2nd_sakutei/h31-03-11-shiryou6.pdf


 今後実現される日本の未来社会は、「Society5.0」と表現されている。

 「Society5.0」とは、「サイバー空間とフィジカル（現実）空間を高度に融合させたシステムに
より、経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会」と定義されている。

日本の未来社会像（Society5.0）

（出典）内閣府「Society5.0」
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0.pdf 33

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0.pdf


 「Society5.0」で実現する社会のイメージは、以下のとおり。

 「Society5.0」では、現代社会が抱える課題が解決・改善され、より住みやすく便利な社会が実
現される。

日本の未来社会像（Society5.0）

（出典）内閣府「Society5.0」
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0.pdf 34

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0.pdf


 Society5.0時代に向けて、「機械やAIでは代替できない創造性・スキルを持つ人材＝新たな付加
価値を創出できる人材」の育成が求められている。

日本の未来社会において求められる人材

（出典）首相官邸 成長戦略ポータルサイト 「Society 5.0時代に向けた人材育成」
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/portal/training/ 35



 Society5.0時代に向けて育成するべき資質・能力としては、①生きて働く知識・技能、②未知の
状況にも対応できる思考力、判断力、表現力等、③学びを人生や社会に生かそうとする学びに向か
う力・人間性等が挙げられている。

日本の未来社会において求められる能力①

（出典）首相官邸未来投資会議構造改革徹底推進会合
「企業関連制度・産業構造改革・イノベーション」会合（雇用・人材）（第６回）

配布資料（資料4 文部科学省・経済産業省・総務省 提出資料）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/suishinkaigo2018/koyou/dai6/siryou4.pdf
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10人

12人

0人 10人 20人 30人

チャレンジ精神や主体性、行動力、洞察力などの人間的資質

企画発想力や創造性

コミュニケーション能力やコーチングなどの対人関係能力

情報収集能力や問題解決能力、論理的思考などの業務遂行能力

語学力や理解力、表現力などの基礎的素養

その他 有識者 (n=27)

 人工知能（AI）の活用が一般化する時代に求められる能力として、特に重要だと考えるものは何か
を有識者に対して尋ねたところ、「業務遂行能力」や「基礎的素養」よりも、「チャレンジ精神や
主体性、行動力、洞察力などの人間的資質」や「企画発想力や創造性」という回答が多い。

（出典）総務省 「平成28年版 情報通信白書」
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h28/pdf/n4400000.pdf

人工知能（AI）の活用が一般化する時代における重要な能力

日本の未来社会において求められる能力②
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 今後は、ものづくり等の技能系正社員が活躍する領域では「ITに関する知識・能力」の重要性がま
すます高まると予想される。

 その他、顧客ニーズを把握する力や顧客開拓力なども求められるようになると予想される。

（出典）経済産業省 「2014年版ものづくり白書」
https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2014/pdf/honbun02_01_00.pdf

技能系正社員にとって重要な知識・能力の変化

日本の未来社会において求められる能力③

備考：調査対象は、民間信用調査機関所有の企業データベースを母集団とし、総務省「経済センサス」（平成 21 年版）の構成比に基づき、
業種、規模別に層化無作為抽出した全国の製造業（全国の日本標準産業分類（平成 19 年 11 月改定）による項目「Ｅ 製造業」に分類さ
れる企業のうち、プラスチック製品製造業、鉄鋼業、非鉄金属製造業、金属製品製造業、はん用機械器具製造業、生産用機械機具製造業、
業務用機械器具製造業、電子部品・デバイス・電子回路製造業、電気機械器具製造業、輸送用機械器具製造業、情報通信機械器具製造業
及び化学工業。以下同じ。）の従業員 30 人以上の企業。
資料：JILPT「ものづくり企業の新事業展開と人材育成に関する調査」（2013 年）
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